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令和６年度  指定管理者管理運営状況シート

施設名 旭川市営牧場 所在地 旭川市江丹別町中央　他

担当部局 農政部　農業振興課 電話番号 0166-25-7470

指定管理者名 江丹別産業・江丹別ファーム指定管理者グループ指定期間 令和7年4月1日から令和12年3月31日まで

選定方法  ■ 公募     □ 非公募　　 料金制度  ■ 使用料　　□ 利用料金    □ その他

業務内容 旭川市営牧場の管理運営

１　施設の概要

設置根拠 旭川市営牧場条例

設置年月日 昭和61年 増改築 －

建設費（単位：千円） （新築時） 2,367,218 （増改築時） －

利用対象者 畜産農業者等

 ２　収支状況 （前年度繰越金等は含めない単年度の収支） （単位：千円）

年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

収支 （決算） （決算） （決算） （決算） （予算）

指定管理料 22,862 22,756 23,352 23,777 24,074 

利用料金

その他

合計(A) 22,862 22,756 23,352 23,777 24,074 

使用料（市の収入） 3,936 8,407 

人件費 11,277 12,304 10,548 11,256 11,441 

維持管理費 11,591 10,514 12,804 12,521 12,633 消耗品費、光熱水費、修繕費等

委託料

その他

合計(B) 22,868 22,818 23,352 23,777 24,074 

差引(合計(A)－合計(B)) -6 -62 0 0 0 

収入 5,554 4,378 4,193 4,444 0 R6でそば作付け終了

支出 5,881 6,168 4,047 4,761 0 

差引 -327 -1,790 146 -317 0 

 ３　利用状況

年度

内訳

総利用件数（単位：人） 102 95 76 74 43 （牛・馬の入牧頭数）

うち免除利用分

うち減額利用分

設置目的 農畜産振興の基盤の確立を図り、農業経営の安定に寄与する。

規模・構造等
・草地面積444ha
・監視舎　木造2階建　1棟　　　　　・避難舎　木造平屋建　1棟
・乾草舎　鉄骨造平屋建　2棟　　　・農機具格納庫　鉄骨造平屋建　1棟
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 ４　利用者ニーズの把握

実施回数 実施期間 回答数

0 　　年　　　月　　　日 　　年　　　月　　　日

実施していない場合の理由 各農家を訪問する農家回りで利用者のニーズを把握しているため。

設置数 実施期間 提出件数

0 　　年　　　月　　　日 　　年　　　月　　　日

実施日・回数等 令和6年5月20日

利用者からの主な意見・要望等 対応状況

草地の一部に雑草が増えている。 計画的な草地更新を要望していく。

入牧期間を延ばせないか。 業務の進行状況を考慮して、善処していく。

 ５　サービス向上及び利用者増に向けた取組、業務改善、経費削減などの取組（自主事業は次項に記載）

取組内容 実績・成果

土壌分析（11箇所）の実施 分析結果に基づく適正施肥による草地管理を実施した。

農家回りの実施（1農家当たり1回） 次年度以降の預託につながると考えている。

 ６　自主事業（指定管理業務外の事業）

取組内容 実績・成果

放牧牛管理システム「うしみる」の実地試験協力（ゼロ予算事
業）

牛の現在地の検知、行動による疾病等の把握及び発情
兆候を検知することが可能となり、牧夫の労働力が軽減
された。

 ７　事故及び修繕の状況

項目 区分 ありの場合の内容・対応等

□ あり

■ なし

■ あり

□ なし

アンケート調査

意見箱

その他の方法
方法及び内容 市内及び近郊町村の各畜産農家の訪問を実施した。

利用者の事故

施設設備の故障・
修繕

・監視舎のシャッターが老朽化により開閉できなくなったため、交換した。
・取水口へ続く管理道路が湧水により頻繁に破損し、修繕が追いつかない。



 ８　指定管理者の自己評価（１年間を総括して、取り組んだ内容と結果、今後の課題・方針など）

 ９　実地調査の実施状況

調査の種類 定期調査　・　随時調査　・　その他 実施年月日 令和７年１月２２日

主な調査項目 調査結果・特記事項

実施していない場合の理由

 １０　施設所管課の評価

項目 評価 説明

■ 適正である　 □ 概ね適正である

□ 改善が必要

■ 適正である　 □ 概ね適正である

□ 改善が必要

□ 水準を上回っている　 ■ 水準どおりである

□ 概ね水準どおりである □ 水準を下回っている

□ 適正である　 ■ 概ね適正である

□ 改善が必要 □ 実施していない

□ 水準を上回っている　 ■ 水準どおりである

□ 概ね水準どおりである □ 水準を下回っている

□ 水準を上回っている　 □ 水準どおりである

■ 概ね水準どおりである □ 水準を下回っている

■ 適正である　 □ 概ね適正である

□ 改善が必要

■ 適正である　 □ 概ね適正である

□ 改善が必要

■ 適正である　 □ 概ね適正である

□ 改善が必要

■ 適正である　 □ 概ね適正である

□ 改善が必要

　農業振興の基盤確立のため、預託放牧による強健な若牛育成及び良質な牧草を行うことで、畜産の生産性を向上さ
せ、畜産業者の経営安定を図ってきた。
　市内及び周辺町村の畜産業者に預託受入対象を限定したことから、平成30年度から預託頭数が減少している。今後
も、適切な牧場管理や入牧案内等により、預託頭数の維持を目指すとともに、老朽化した施設を適切に修繕するなどの
牧場管理に務める。
　自主事業は、平成28年度からそば作付けによる草地更新事業を実施していたが、天候による収量減や資材の高騰によ
り赤字が続いたためそば作付けは止め、ゼロ予算事業の放牧牛管理システム「うしみる」の実地試験協力を行い、牛の効
率的な管理が可能となり、牧夫の負担が軽減した。

指定管理者制度導入施設実施調査実施要領に基づく定期調
査を実施し、仕様書に示す業務の実施状況等を調査した。

適正に業務が行われている。

法令等の遵守 関係法令等が遵守されている。

職員配置等
事業計画書で示された人員配置がなされ、業
務は円滑に遂行されている。

指定管理業務の実
施状況

仕様書のとおり適正に管理業務が行われてい
る。

自主事業の実施状
況

放牧牛管理システム「うしみる」の実地試験協
力をすることで、牧夫の労働力が軽減された。

利用者対応及び
ニーズの把握・対
応

農家回りや預託牛の状況報告など、適宜利用
者と意見交換がなされ、対応している。

サービス向上への
取組（自主事業含
む）

土壌分析等による良質な牧草の生産のほか、
利用者ニーズの把握や情報交換が実施されて
いる。

個人情報の保護 個人情報は、適切に保護されている。

情報公開への対応
情報公開に適切に対応できる体制が整ってい
る。

緊急時の対応
緊急時の連絡体制を整え、迅速な対応が可能
となっている。

経理事務の実施状
況

適切に処理されている。


